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①現状報告と前回のおさらい

〔本日の流れ〕

① 意見を集める （経過報告）
② 中心エリアの人流を見つめる
③ 都市構造の課題を抽出
④ 対応の方向性
⑤ 活用スキームと使える制度



①現状報告と前回のおさらい

令和７年５月31日 キョーエイ鳴門駅前店閉店

鳴門センター街ビル

1974年開業
鉄筋コンクリート5階建て
延べ床面積：約9,800ｍ2
協同組合にて運営

（市内商店主らにて設立）

2004年6月よりキョーエイが
テナントとして出店

・１～３階にキョーエイのほか、惣菜店やヘアサロン
総合型地域スポーツクラブなどが入居

・ビルの老朽化により1階から4階までのテナントが
5月末で退去

・建物は未耐震
・過去に中心市街地にあった食品スーパー型店舗は、

（1990年代には３店舗）全て閉店

・今後の活用方法は未定とのこと



②アンケート（中間報告）

調査日： 令和７年４月～５月

対象者： ①駅周辺の小学生
②高校生 鳴門高校及び鳴門渦潮高校
③フリー 市役所夕暮れマルシェ

調査内容： 駅前周辺の施設で欲しいもの
普段よく使う施設

調査方法： 訪問調査 （小学生）
ウェブ調査（高校生）
街頭調査（マルシェ）

回答結果： 回答総数
1,135件

小学生用選択例

アンケート時の駅前施設例

アンケート実施状況

選択制、対面時は更に踏み込む質問を
しながら、生の声・ニーズを集め、
彼らの行動形態を探ってみた



調査日： 令和７年４月18日～５月1日
対象者： 鳴門駅周辺の4小学校に通う学童

撫養・林崎・桑島・黒崎小学校
回答総児童数 167人

調査内容： 鳴門駅周辺にどのような施設が欲しいか
普段どのような施設に行っているのか

調査方法： 8つの施設形態の中から選択
調査結果： 詳細は資料「児童クラブアンケート」

を参照

小学校位置図

アンケート実施状況

林崎小学校
撫養小学校

桑島小学校黒崎小学校

②アンケート（中間報告）



調査日： 令和７年４月23日～５月14日

対象者： 鳴門市内の高校に通う学生
鳴門高校・鳴門渦潮高校
回答総生徒数 736人

調査内容： 授業終了後からの行動状況
鳴門駅周辺の利用状況・要望

調査方法： QRコードを利用したWebアンケート
調査結果： 詳細は「鳴門駅周辺まちづくりに関する

高校生アンケート」を参照

回答数 率

493件 67%

447件 61%

176件 24%

536件 73%

254件 35%

60件 8%

231件 31%

11件 1%

②アンケート（中間報告）



調査日： 令和７年５月１４日 夕暮市場IN鳴門市役所

対象者： マルシェの来場客
回答総数 232件

調査内容： 鳴門駅周辺にどんな施設・空間があればよいか

調査方法： 自由回答 （付箋に記入し貼布）

結果（回答抜粋）：詳細は「夕暮れマルシェアンケート」結果参照

にぎわい・楽しさ
・ゲームセンターやカラオケ
・映画館や水族館
・商業複合施設
・キッチンカーの集まるイベント
・いぬねこカフェ
・おしゃれなカフェ
・アスレチック
・放課後気軽に遊べる場所
・カルチャーセンター
・スポーツ広場
・写真映えスポット

便利・使いやすさ
・駐車場（〇時間無料）
・レンタサイクル
・DMVの導入
・自習スペース
・素泊まりできるホテル
・スーパー
・コンビニ
・赤ちゃんスペース
・雨に強い駐輪場

休憩・やすらぎ
・噴水や水飲み場
・気軽に座れるベンチ
・キャッチボール出来る場所
・遊具のある公園
・イベントの出来る公園

その他
・街灯を増やして欲しい
・時間をつぶせる空間
・等身大フィギュアのような

シンボル
・ギャラリー

②アンケート（中間報告）



・駅前に人が来ない理由は、用事がないから。行く理由を持てる機能がないためである。
→ 無いから行かない。あれば寄れる。

・自由に置ける駐車場がないことも、人が寄って来ない一因である。

・行く場所が無いだけである。
・市外の大型施設には、遊びに行っている。 → 行きたい場所があれば、遊びに来る。

・望む機能は、決して生活に直結しているわけではない。
・気軽に集まって気軽に利用できる場所、長時間気にせず

使える場所を望んでいる。
・鉄道の待ち時間をつぶせる場所が無い。
・放課後に遊べる場所があれば、別の市に行く必要が

ないのに。
・駐車場ニーズは、将来のモビリティを考えて。
・楽しい場所、おしゃれな場所への要望があるほか、

子供たちは、自由に遊べる場所を求めている。

車道を区分し、ベンチを設置
いつでも座れる場所を提供

②アンケート（中間報告）

まちなかに、なぜひとがいない？

高校生は、家でいることが好き？

どんな機能が欲しい？

まちかどにたまりを作った例



どんな施設が必要と考えられるか？

カフェ
コストコ・アウトレット・スーパー
ショッピングセンター・複合施設
公園・子供の遊び場
体育施設・プール
駐車場

アンケート結果からの抽出

飲食店・カフェ
ファッション・雑貨
コンビニ
運動・レジャー
くつろぎスペース

高校生 夕暮市場 おしゃれなカフェに
行きたい

遊んだり、しゃべったり
する、いつでも行ける場
所がほしい

経済的に買い物を
したい

※ 概ね、要望の高い順に記載

遊べる場所が欲しい

コンビニ・ドラッグストア・駐車場

宿泊施設・土産物店・地元飲食店

カフェ・飲食店・多目的室・温泉・花壇

遊び場・公園・アクティビティ・スポーツ広場

待ち時間を楽しくしたい

効率的に暮らしたい

鳴門は観光都市

第1回まちづくりデザイン会議での想定

②アンケート（中間報告）



1985年（昭和60年）の撫養土
地区画整理事業の完了や黒崎バイ
パスの開通と併せるように、本市
ではモータリゼーションが進み、
商業施設が広い駐車場が持てる郊
外に出店が進み始めます。
これに伴い、市中心部では、徐々
に店舗数が減少し、いわゆるスポ
ンジ化が進行し、人口減少も相
まって都市機能が低下し始めます。

また、道路の利用状況も、ロード
サイドに郊外型店舗が隣接する
国道28号や黒崎バイパスの南北
側の交通量に比べ、中心市街地
は、相対的に少ない状況となって
おります。

③都市構造と都市軸

鳴門駅

市役所

食料品店（スーパー）
ドラッグストア

昭和55年 令和7年

量販店の出店状況

鳴門駅

市役所

前回会議の内容

東西の交通（大道銀天街）南北の交通（国道28号）



江戸時代から続く東西方向の撫
養街道沿いに市街地が形成され、
その中心である黒崎側への街道
との交差点から旧鳴門駅までの
エリアに商業区域が広がってい
る。
駅の北側には水路があり、その
向こうには塩田地帯が広がって
いる。

鳴門駅移転前（1960年代） 鳴門駅移転後（1980年代） 現在（2020年代）

1970年に駅が北へ300ｍ移
転することに併せて、国道28
号を線形改良し、直線化した。
そのまちの形の変更により、商
業区域は、駅西側にて南北方向
に拡大している。周辺の土地区
画整理事業や幹線道路の整備が
進み、市街地が北側へと拡大し
ている。

都市構造の変化は1995年以降
では見られないが、市街地も塩
田跡を利用した宅地化により南
北方向に拡大していった。
商業施設が郊外の街道沿いに出
店することより、中心部の商業
機能の弱体化が進んでいった。

道路

市街地

商業区域

駅

市役所

中心部に基幹的市街地 市街地が中心部から北側へ拡大 市街地が拡散・低密度化

③都市構造と都市軸



商業エリア
（鳴門駅西・商店街周辺一帯）
地元商店街関係者や利用者のニーズを踏
まえながら、空き店舗や空き地の活用な
どを進め、市の商業の中心として商店街
等の活性化を図るエリア

行政・文化・スポーツエリア
（市庁舎・文化会館周辺）
行政・文化・スポーツ施設が立地してお
り、既存施設の機能向上や更新・活用な
どを進め、市民の生活を支えるエリア

重点まちづくり区域
（鳴門駅周辺一帯）
個性的で魅力ある商業・業務機能の集積
を促進し、徒歩や自転車で移動できる範
囲に必要な都市機能が集積するコンパク
トで歩いて暮らせる市街地エリア

鳴門市都市計画マスタープランより川西地区の方針

重点まちづくり区域

商業エリア

行政・文化スポーツエリア

重点まちづくり区域

③都市構造と都市軸



都市機能誘導区域
主要な都市機能を中心拠点や生活拠点に
誘導し、集約することで、各種サービス
の効率的な提供を図る区域として、都市
再生特別措置法のほか、「都市計画運用
指針」に示されている考え方や区域像に
基づき設定しています。

基本方針
「鳴門らしさを活かし安全安心で

暮らしやすい都市づくり」

誘導方針
鳴門の顔となる中心拠点の充実
市内の多核の維持とネットワークの強化
安全で便利な場所への居住誘導

鳴門市立地適正化計画より誘導区域図

市街化区域
都市機能誘導区域
住居誘導区域

③都市構造と都市軸



病院・銀行・ホテル商業施設（食品系）・カフェ・ファストフード

病院は誘導区域内に、銀行やホテルは主に
誘導区域内の鳴門駅周辺に立地しています。

商業機能は幹線沿いに立地し、逆に市中心部
はスポンジ化が進行しています。

病院

銀行

ホテル

カフェ・ファストフード

スーパー

ディスカウントストア

ドラッグストア

コンビニ

都市機能誘導区域 都市機能誘導区域

③都市構造と都市軸



公共施設・公園・学校・郵便局 マンション

マンションは中心市街地に多く立地し、周
辺部では少ない。築30-40年経過している
物件が多い。

公共施設は誘導区域の南部に集中して配置さ
れ、公園施設は、誘導区域内やその周辺に立
地しています。

公共施設

学校

公園・緑地

郵便局
マンション

4階以上を表示

都市機能誘導区域 都市機能誘導区域

③都市構造と都市軸



鳴門市内では、近年におい
て公共施設の建替えや改修
が進んでいる。その他にも
小学校・中学校では耐震改
修等防災対策が完了してい
る。
重点まちづくり区域では、
市庁舎が2024年度に建替
えが完了し、現在周辺の道
路整備などが進行している
ほか、鳴門市文化会館やそ
の北隣にある健康福祉交流
センターでは2年後の完成
を目指し、改修工事が進ん
でおり、賑わいの創出が想
定される。

UZUPARK
2018年11月完成

ボートレース鳴門
2016年4月完成

鳴門市文化会館等
2027年６月開館予定 オロナミンC球場

2026年度中完成予定

市立図書館(1980年開館)

2019年5月改修

道の駅くるくるなると
2022年4月完成

市役所庁舎
2024年5月完成第一中学校

2019年7月完成

③都市構造と都市軸

重点まちづくり区域



道路交通の現状を把握するため、交通量調査を実施

調査日： 令和７年５月２1日
調査日数： １日 平日昼間１２時間（7ｈ-19ｈ）

調査項目： ①自動車交通量調査
②歩行者・自転車通行量調査

調査方法： カウンター（数取機）
による計測調査

調査箇所： 4箇所
①国道２８号
②黒崎バイパス
③斎田鳴門駅線
④大道銀天街

右図参照

①

②

③

④

調査箇所図

調査状況

③都市構造と都市軸



①

②

③

④

箇所別交通量調査結果一覧 数字は12時間総計数

③都市構造と都市軸



交通種類別交通量

車両が歩行者・自転車と比べ圧倒的に多く、車両は①国道28号②黒崎バイパスの通過量が、③斎
田鳴門駅線④大道銀天街の4-6倍と、南北方向の交通量が東西と比べ圧倒的に多いことが分かる。

歩行者量は、③斎田鳴門駅線を除くと大きな差は見られない。③は、店舗への来客が駐車場から
歩道を歩いて移動していることが、他との差が出た原因である。

自転車量は、測定4地点で大きな差は見られなかったが、①②の南北交通量が③④の東西交通量
と比べ、大きいことが分かる。

時間帯別歩行者自転車交通量

通学時間帯の7時台のほかは、午前中を中
心に店舗が営業中の時間帯にて、安定して
通行がある。主に、駐車場からの店舗へ来
客する歩行者の数が多い。
しかし、1時間あたり100人と、賑わいを
感じられる通行量には程遠い。

③斎田鳴門駅線 東西方向

（国道28号の交通量を100％とした場合）

※ 詳細の結果については、第3回まちづくりデザイン会議にて提示

③都市構造と都市軸



都市機能誘導区域の中で、交通の主
要点となる鳴門駅及び商業エリアと、
文化会館周辺の行政・文化エリアは
核となるエリアであり、それを繋ぎ、
憩いをもたらす撫養川沿いの親水公
園は、これからの本市の新たな都市
軸としての機能を担う。

また、大道銀天街や斎田鳴門駅線
は、まちの中心の東西の軸として強
化する必要がある。

駅周辺から鳴門スポーツパークへ
の人の流れは、新たな都市軸に沿う
ものである。

これらの軸に都市機能や賑わい施
設を配置することが必要である。

都市軸

【現在のまちの形での検討】

③都市構造と都市軸

商業
エリア

行政・文化
スポーツエリア



空き家や空き地などの今ある地域資源を活用し、民間主導で飲

食・物販などの新たなコンテンツの造成、創業やコミュニティの

活性化などを行う取組。「鳴門のまち」を楽しむ人だけでなく、

「鳴門のまちづくり」を楽しむ「活動人口」を増やす。

「リノベーションまちづくり」の可能性を検討

◎機運醸成や理解促進を図る「リノベーションまちづくり

講演会」の実施

↓

◎民間事業者へのヒアリングやワーク

ショップ等による民間人材の育成・発掘

◎事業を実施するエリアの調査・検討

R8年度以降、空き家を活用した事業プランの

企画を行う「リノベーションスクール」や、

「専門家による事業化支援」の実施へと展開し、

遊休不動産を活用した事業化を目指す。

※画像はイメージです

可能性調査の結果を踏まえ

「人口減少時代に適応したまちづくり」の手法

【※先進事例の状況】

before

after

③都市構造と都市軸



令和７年５月14日
夕暮市場 IN 鳴門市役所令和6年度から新規事業

として、様々な民間団体
との連携を図りながら、
撫養川親水公園から新庁
舎周辺の公共エリアにお
いて、公民連携事業を継
続的に実施し、賑わいを
創出している。

令和6年9月29日
NARUTO shore marche

令和6年8月23日
夕暮市場

鳴門駅から文化会館周辺を繋ぐ撫養川沿いでの、河川空間の
オープン化について、管理者である徳島県と協議を実施中。四
国管内では2例目となる、河川敷地占用許可制度を活用し、河
川エリアでのイベント等の実施を目指す。

【浮き桟橋の修繕等】
老朽化により現在、使用禁止で
あるが、設置者である徳島県と
今後の方針（修繕・撤去・新た
な構造物の構築等）について協
議中である。

③都市構造と都市軸



・南北の軸に対し、東西の軸の車両通行量が少ない。
・歩行者および自転車の通行量は、駅西以外では少ない。

・中心市街地に人が滞留する施設が無いことが、人が来ない要因である。
・小学生及び高校生は、遊ぶところ・話せる場所に対する要望が多い。
・経済性や効率性を重視する時代を捉えることも必要である。

・交通の結束点である鳴門駅から文化会館の区間は、新しい人の流れを
創出する、新たな都市軸としての役割を担う。

・中心市街地では、新たな機能の整備や賑わいの構築が進んでいる。

ニーズに合った機能を配置することにより人が集まる。

都市軸内の整備・活力の導入が必要では？

人や車の流れを活性化させる対策が必要

ニーズを包括した機能を整え、街のツボを
押すことにより、活性化へと進める。

③都市構造と都市軸



分野 活用制度 　構想 計画 事業化検討 　実施

　都市再生整備計画事業

　暮らし・にぎわい再生事業

　まちなかウォーカブル推進事業

　エリア価値向上整備事業

　土地区画整理事業

　市街地再開発事業

　都市再開発支援事業

　都市防災総合推進事業

　都市安全確保促進事業

　都市・地域交通戦略推進事業

　都市構造再編集中支援事業

　鉄道駅総合改善事業

　官民連携まちなか再生推進事業

　先導的官民連携支援事業

　官民連携基盤整備推進調査費

　デジタル田園都市構想交付金

　法的緩和施策等
その他

容積緩和・占用緩和・Park-PFI

賑わい・
再生

防災

交通

官民連携

項目により事業手法を選択・組み合わせ

④活用スキーム等

まちづくりに関する法律等

・都市計画法 ・都市再生特別措置法 ・都市公園法

※ 事業の実施内容により、適用の
範囲は異なります。



【構想・基本計画段階】エリアの未来ビジョンの策定や社会実験

④活用スキーム等



【構想・基本計画段階】 市町が先導的に官民連携を導入する際の調査委託

④活用スキーム等



【構想・基本計画段階】 官民連携の導入に向けた検討を行う際の調査や委託

④活用スキーム等



【実施段階】 都市機能や公益公共機能の誘導、整備、防災力強化の取組等に支援

④活用スキーム等



【実施段階】 特性を活かしたまちづくりを支援し、都市の再生を効率的に推進

④活用スキーム等



【実施段階】 市街地の総合的な防災性の向上を図るため、避難場所の整備等を支援

④活用スキーム等



【計画・実施段階】 車中心から人中心への転換を図り、滞在の快適性の向上を図る

④活用スキーム等



④活用スキーム等



事例①：川の駅 新湊
（富山県新湊市）

北前船の中継地として栄えた内川沿い
の市中心部に観光客を呼び込むため、
2009年にオープンした施設である。
駅内には、射水市の特産品を販売する
ショップやレストランがあるほか、散
策や観光船の拠点としての機能を果た
している。

事例②：大垣市かわまちづくり
（岐阜県大垣市）

城の外堀であり、中心市街地を流れる
水門川沿線を動線として、ウォーカブ
ルな賑わいの場を創出している。
水辺空間沿いに整備した広場を、キッ
チンカー等が出店できる「かわまちテ
ラス」として活用し、まちの連続性や
回遊性を創出している。

水辺を使ったまちづくり 「川の駅」「かわまちづくり支援制度」

④活用スキーム等




